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社保育園の七夕まつり　
　社保育園では、子どもたちの健やかな
成長を願い、七夕まつりを開催しました。
園児たちは、短冊に願いごとを書き、お
星様にお祈りしました。　
　七夕まつりの最後には、恒例のちょう
ちん行列が行われ、園児たちはろうそく
の灯りにつつまれて家路につきました。
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■加入金

　備　考
ホームターミナル又はコンバータを市長が別に定める日までに STB に交換する場合、　　
STB 分担金は免除する。また、集合住宅とは、１棟３戸以上の住宅をいう。�   
　特　例�   
　　東条地域の加入金については�   
　　・平成 19 年 12 月 31 日までの加入申込者　無料�   
　　・平成 20 年 1 月 1 日から平成 20 年 3 月 31 日までの加入申込者　20,000 円

住 宅 区 分

一 戸 建 て

集合住宅の
所有者等

集合住宅の
入居者

加 入 金

50,000 円

10,000 円
×入居可能戸数
＋ 20,000 円

加入分担金

加　入　金　内　訳

10,000 円

引込工事金
告知放送受
信機分担金

STB 分担金
ホームターミナル分担金
コンバータ分担金

20,000 円

20,000 円
10,000 円
×入居可能戸数

20,000 円

10,000 円

10,000 円

10,000 円

10,000 円

　
条
例
制
定

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
条
例

施
設
の
名
称
等

加
東
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

（
略
称
　
Ｋ
Ｃ
Ｖ
）

・
セ
ン
タ
ー
を
現
在
の
社
情
報

　
セ
ン
タ
ー
と
し
、
現
Ｔ
Ｃ
Ｃ

　
局
舎
を
滝
野
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

　
に
、
ま
た
東
条
保
健
セ
ン
タ

　
ー
１
階
に
東
条
サ
ブ
セ
ン
タ

　
ー
を
設
置
す
る
。

・
平
成
２０
年
４
月
１
日
を
正
式

　
開
局
と
す
る
。

施
設
の
主
な
業
務

・
自
然
災
害
、
火
災
等
緊
急
情

　
報
の
提
供

・
自
主
制
作
番
組
の
放
送

・
テ
レ
ビ
及
び
ラ
ジ
オ
放
送
の

　
再
送
信

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー

　
ビ
ス
の
提
供
ほ
か

総
務
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託

全
会
一
致
で
可
決

　
第
９
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
５
日
に
招
集
さ
れ
２７
日
ま
で
の
２３
日
間

の
会
期
で
開
催
し
た
。
市
長
よ
り
加
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
条
例
な
ど
、
条

例
の
制
定
・
一
部
改
正
４
件
、
報
告
５
件
、
人
事
案
件
１
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。
な
お
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
は
不
採
択
と

し
た
。

　
１５
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
１３
名
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
市
長
及
び
教

育
長
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

　
ま
た
、
会
期
中
の
１２
日
に
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
１３
日
に
厚
生
常
任
委
員
会
、

２１
日
に
産
業
建
設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
や
所
管
事

務
調
査
を
行
っ
た
。

　
条
例
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

賦
課
限
度
額

５３
万
円
を

５６
万
円

に
引
き
上
げ

【
問
】
資
産
割
の
今
後
の
考
え

方
に
つ
い
て
。

【
答
】
現
在
、
資
産
割

２０
％
を

適
用
し
て
お
り
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
で
の
協
議
を
踏

ま
え
て
税
率
の
引
き
下
げ
を
検

討
し
た
い
。

厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

反
対
討
論

市
民
の
声
は
「
高
す
ぎ
る
国
保

税
を
下
げ
て
ほ
し
い
」
で
あ
る
。

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
は
到

底
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成
多
数
で
可
決

　
人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

　
長
谷
川
妙
子
氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
加
東
市
下
滝
野

２加東市 議会だより Ｎｏ.２

加東市ケーブルテレビ施設条例を制定加東市ケーブルテレビ施設条例を制定加東市ケーブルテレビ施設条例を制定
デジタル加入：基本使用料　月額1,800円に決定

●デジタル加入　　　1,800円
　内訳：ＳＴＢ使用料1,500円　告知端末（電話）使用料300円
●アナログ社加入　　1,300円（現行どおり）
　　ＳＴＢが導入された時点で1,800円
●アナログ滝野加入　1,000円（現行どおり）
　　ＳＴＢが導入された時点で1,500円
　　告知端末（電話）が導入された時点で1,800円　　
　　年払い・半年払い制度は廃止する。（平成20年度より）
※ＳＴＢの増設は１台当たり　700円（月額）
●インターネット　　2,000円
●有料放送　　　　　1,000円（15チャンネルパック）

●市長が認めた公共施設等（地区公民館等）は加入
　金・使用料を免除。
●保育所、生活保護世帯、70歳以上の独居の加入
　者等には料金の減免制度あり。
●東条地域使用料は平成20年4月1日から徴収する。
●宅内配線は指定の宅内工事業者が行う。
　（宅内工事業者の指定を受けるには、事前に行わ
　　れる宅内工事技術者講習会受講が必須要件）

使
用
料
（
月
額
）

そ
の
他



（
株
）
夢
街
人
と
う
じ
ょ
う
の
経
営
状
況

　
平
成

１１
年

１０
月
１
日
、
旧
東
条
町
で
地
域
振
興
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
第
３
セ
ク
タ
ー
。

道
の
駅
と
う
じ
ょ
う
の
指
定
管
理
者
（
期
間
　
平
成

１８
年

９
月
１
日
〜
平
成

２３
年
３
月

３１
日
）
と
な
っ
て
い
る
。

概
　
要

　
よ
り
充
実
し
た
運
営
を
目
指
し
、
市
内
関
連
施
設
と
連

携
し
て
情
報
発
信
力
を
つ
け
、
加
東
市
観
光
の
推
進
と
Ｐ

Ｒ
を
模
索
し
て
い
る
。
営
業
活
動
で
は
、
売
上
高
は
前
年

と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
仕
入
れ
の
効
率
化
、
経
費
節
減
効
果

で
前
年
よ
り
多
く
の
利
益
を
計
上
し
て
い
る
。

３ 加東市 議会だより Ｎｏ.２

6 月 定 例 会

　　　　　（財）加東文化振興財団の経営状況
　平成３年３月、やしろ国際学習塾の開設にあわせて社町より３億４,０００万円の出資を受けて設立。その運用益
によって各種文化事業等を行ってきた。合併により現名称に改め、現在、やしろ国際学習塾、滝野文化会館、東
条文化会館の指定管理者（期間　平成１８年９月１日～平成２２年３月３１日）となっている。

・文化振興事業
　音楽イベント等
　　　加東市誕生記念事業など７事業　入場者数３,１２８人

　普及事業
　　　親子わくわく鑑賞劇場など６事業　入場者数２,３１２人

　育成事業　
　　　「かとう演劇ひろば２００６」など１１事業

　　　　　参加者数２,１０７人　入場者数５６５人　受講者数１６２人

　推進事業　
　　　加東市合唱祭など６事業　入場者数３,１５４人

・日本木管コンクール（フルート部門）　応募者数１０１人

・県委託事業
　　　兵庫のまつり－邦楽の祭典－　入場者数３２０人

■施設の利用状況（延べ）■

■財産目録■　財団法人 加東文化振興財団 平成 19 年 3 月 31 日現在

 　施　設　名
やしろ国際学習塾
滝 野 文 化 会 館
東 条 文 化 会 館

使用回数（回）
７８３
５８９
６５６

利用者数（人）
３９,１６３
３７,８４０
２５,５４２

■平成１８年度利用状況■

※特産館、コンビニはレジ回数、レストランは実客数

特　産　館
レストラン
コ ン ビ ニ

合　　　計

７４，０２２人
５４，２８０人

１９８，０９５人
３２６，３９７人

科　　　　目

Ⅰ　資産の部
　1.流動資産
　　現金預金
　　　現金
　　　普通預金　みなと銀行社支店
　　　定期預金　みなと銀行社支店
　　　定期預金　みのり農協社支店
　　立替金
　　流　動　資　産　合　計
　2.固定資産
　（1）基本財産
　　　投資有価証券
　　　　埼玉県債（平成14年度2回）
　　　　10年利付国債（243回）
　　　　ノルウェー輸出金融公社
　　　　デンマーク地方金融公庫
　　　定期預金　みなと銀行 社支店
　　基　本　財　産　合　計
　（2）特定資産
　　　事業調整引当資産
　　　　みなと銀行社支店
　　　　中兵庫信用金庫 社支店
　　特　定　資　産　合　計
　　固　定　資　産　合　計
　　資　産　合　計

Ⅱ　負債の部
　1.流動負債
　　　未払金
　　　預り金
　　　流　動　負　債　合　計
　　　負　債　合　計
　　　正　味　財　産

180,000
23,955,559
10,000,000
10,000,000

17,616

49,806,316
49,732,192�

140,000,000
100,000,000

546,500
340,085,008

3,000,000
10,000,000
13,000,000

20,511,243
216,343

44,153,175

353,085,008�

20,727,586

397,238,183

20,727,586
376,510,597

金　　　　額

■損益計算書■

科　　　　目

【売　　上　　高】

【売　上　原　価】

　 　 期 首 棚 卸 高

　 　 仕 　 入 　 高

　 　 合 　 　 　 計

　 　 期 末 棚 卸 高

　 　 　 　 売 上 総 利 益

【販売費及び一般管理費】

　 　 　 　 営 業 利 益

【営　業　外　収　益】

　　　受　取　利　息

　　　販 売 奨 励 金

　　　雑　　収　　入

【営　業　外　費　用】

　　　支払利息・割引料

　　　繰延資産減価償却

　　　雑 　 　 損 　 　 失

　　　　　経　常　利　益

　　　　　税引前当期純利益

　　　　　法人税等充当額

　　　　　当 期 純 利 益

3,519,899

79,122,825

82,642,724

3,262,137

13,681

33,853

352,083

20,935

150,000

5,730

138,220,594

79,380,587

58,840,007

53,631,176

5,208,831

399,617

176,665

5,431,783

5,431783

1,865,400

3,566,383

金　　　　額

（前年比１０１．３％）

自　平成 18 年 4 月 1 日
至　平成 19 年 3 月 31 日株式会社夢街人 とうじょう

うち人件費
27,058,556円

円

平成１８年度　事業の実施状況
円



専
決
処
分

平
成
１８
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

　
市
税
滞
納
繰
越
分
２
億
５
０

０
０
万
円
を
収
納
。

　
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

を
約
１
億
９
０
０
０
万
円
に
減

額
。（
当
初
予
算
で
は
９
億
７

６
０
０
万
円
）

【
問
】
滞
納
の
内
容
は
。

【
答
】
ゴ
ル
フ
場
の
固
定
資
産

税
で
あ
る
。全

会
一
致
で
可
決

　
　

契
　
約

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
整
備
工

事
請
負
契
約
締
結
の
件

　
東
条
地
域
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
網
の
拡
大
と
市
内
全
域
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
滝
野
地
域
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
度
化
、
Ｔ

Ｃ
Ｃ
と
テ
レ
ネ
ッ
ト
や
し
ろ
の

シ
ス
テ
ム
の
統
一
を
行
う
。

契
約
金
額
　

１０
億
６
４
０
７
万

円

契
約
の
相
手
方
　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
Ｓ
Ｓ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株

式
会
社
　
関
西
社

【
問
】
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
未
加

入
者
に
難
視
聴
対
策
を
行
う
の

か
。

【
答
】
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
以
外

で
の
難
視
聴
対
策
は
想
定
し
て

い
な
い
。

【
問
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
速

度
は
加
入
者
の
増
加
に
対
応
で

き
る
の
か
。

【
答
】
今
年
４
月
か
ら
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
の
回
線
速
度
を

７５
メ
ガ

か
ら
１
０
０
メ
ガ
に
上
げ
る
な

ど
対
応
し
て
い
る
。
東
条
地
域

を
整
備
し
た
段
階
で
ど
の
程
度

の
ス
ピ
ー
ド
が
確
保
で
き
る
の

か
を
見
き
わ
め
、
今
後
の
対
応

を
考
え
た
い
。

【
問
】
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
セ
ッ
ト
・
ト

ッ
プ
・
ボ
ッ
ク
ス
）
と
は
ど
ん

な
機
器
か
。

【
答
】
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴

す
る
の
に
必
要
な
機
器
。
今
回
、

東
条
地
域
で
整
備
し
、
社
、
滝

野
地
域
の
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

コ
ン
バ
ー
タ
は
、
今
後
Ｓ
Ｔ
Ｂ

に
交
換
す
る
。

【
問
】
今
回
の
整
備
に
よ
り
、

規
模
の
拡
大
、
質
の
向
上
が
図

ら
れ
る
が
、
料
金
体
系
は
ど
う

な
る
の
か
。

【
答
】
東
条
地
域
で
は
月
額
２

０
０
０
円
以
内
と
い
う
説
明
を

し
て
い
る
。
今
後
、
維
持
管
理

経
費
を
使
用
料
金
で
ま
か
な
う

と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
の
も

と
に
料
金
を
設
定
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決

契
　
約

市
有
地
の
処
分
の
件

　
滝
野
工
業
団
地
の
１
区
画
１

万
５
３
９
４．

９１
平
方
メ
ー
ト

ル
を
売
却

契
約
の
相
手
方
　

　
　
稲
坂
油
圧
機
器
株
式
会
社

売
却
金
額
　

　
　
４
億

２６
万
７
０
０
０
円

【
問
】
旧
滝
野
町
が
土
地
を
取

得
し
た
際
の
原
価
は
。

【
答
】
約
４
億
円
余
り
で
取
得
し
、

そ
れ
と
同
等
の
価
格
で
売
却
で

き
た
。
ま
た
、
市
と
し
て
は
財

産
収
入
の
み
な
ら
ず
、
雇
用
面

な
ど
で
よ
い
結
果
が
出
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

全
会
一
致
で
可
決

人
事
案
件

教
育
委
員
の
任
命
に
同
意

　
土
肥
京
子
氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
　
加
東
市
大
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
同
意

　
山

田

義

人

氏

　
　
　
　（
加
東
市
総
務
部
長
）

　
　
　
　
　
　
加
東
市
下
滝
野

動き出したCATＶ整備動き出したCATＶ整備動き出したCATＶ整備動き出したCATＶ整備
～契約議案を可決～

平
成
１８
年
度
の
財
政
運
営

基
金
の
取
り
崩
し
を
大
幅
減

基
金
の
取
り
崩
し
を
大
幅
減

基
金
の
取
り
崩
し
を
大
幅
減

5月臨時会

４加東市 議会だより Ｎｏ.２

　第8回加東市議会臨時会を5月16日に開催した。市長よ
り専決処分3件、条例改正1件、契約2件、人事案件2件が
提案され、審議の結果、いずれも原案のとおり決定した。

STB（セット・トップ・ボックス）

　デジタル放送を視聴するためのケーブルテレビ
専用のデジタルチューナー。
 アナログテレビでも地上デジタル放送が視聴でき
るよう地上デジタルチューナーが内蔵されている。



加東市の東の玄関口東条ニュータウンインターパーク

公共下水道処理施設「せせらぎ東条」

　
　
中
核
病
院
構
想
の
狙
い
、
北

播
磨
圏
域
内
の
病
院
統
合
、
規
模

等
の
条
件
整
備
、
鳥
取
大
医
局
と

の
関
係
保
持
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
自
治
体
病
院
の
経
営
は
非
常

に
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
何

ら
か
の
展
開
策
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
北
播
磨
５
市
１
町

の
意
見
は
一
致
し
て
い
る
。
鳥
取

大
医
局
と
の
関
係
も
含
め
、
慎
重

に
考
え
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、

市
民
の
声
も
反
映
さ
せ
な
が
ら
十

分
協
議
し
て
方
向
性
を
決
定
し
た

い
。

南
山
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
の
住
・
工

複
合
都
市
像
実
現
に
向
け
て
　
　

　
　
南
山
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
は
、

今
、
人
口
急
増
期
。
保
育
所
・
集

会
所
・
小
学
校
・
高
速
バ
ス
停
留

所
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
見
通
し
を

問
う
。

　
　
各
施
設
用
地
は
、
土
地
利
用

計
画
の
中
で
位
置
づ
け
さ
れ
て
は

い
る
が
、
用
地
取
得
に
は
多
額
の

費
用
を
要
す
る
。
少
子
化
等
の
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
、
平
成

２５
年
度

の
土
地
区
画
整
理
事
業
完
了
に
向

け
、
事
業
主
体
で
あ
る
都
市
再
生

機
構
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
教
育
再
生
会
議
、
小
中
全
国
学

　
力
調
査
の
教
育
長
評
価
を
問
う

□
市
税
領
収
書
発
送
業
務
見
直
し

神
戸
大
学
医
学
部
提
案
の
中
核
病
院

構
想
へ
の
参
加
に
つ
い
て

神
戸
大
学
医
学
部
提
案
の
中
核
病
院

構
想
へ
の
参
加
に
つ
い
て

松
本
　
学
議
員

問答問答

　
　
市
民
参
加
に
よ
る
導
入
の
手

法
や
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
と

さ
れ
て
い
る
が
、
公
共
交
通
会
議

の
設
立
等
、
そ
の
後
の
状
況
を
問

う
。

　
　
近
々
、
公
共
交
通
会
議
を
立

ち
上
げ
、
市
内
の
公
共
交
通
の
現

状
と
課
題
の
検
証
、
市
民
か
ら
の

意
見
の
聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
、

今
年
度
内
に
導
入
の
是
非
も
含
め

て
、
加
東
市
の
実
情
に
即
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
に
つ
い
て
方
向
づ
け
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

せ
せ
ら
ぎ
東
条
の
地
域
整
備
対
策

費
負
担
金
の
進
捗
状
況
を
問
う

　
　
せ
せ
ら
ぎ
東
条
の
地
域
整
備

対
策
費
負
担
金
は
、
平
成
１８
年
度

予
算
は
未
執
行
、
平
成
１９
年
度
予

算
は
未
計
上
で
あ
る
。
新
定
地
区

と
の
覚
書
に
対
し
、
ど
う
解
決
を

図
る
の
か
。

　
　
加
東
市
と
し
て
は
、
従
前
の

協
定
の
趣
旨
を
尊
重
し
つ
つ
、
新

定
地
区
と
変
更
協
議
を
始
め
た
。

せ
せ
ら
ぎ
東
条
を
東
条
地
域
に
あ

る
５
カ
所
の
小
規
模
処
理
施
設
の

中
核
と
す
る
下
水
道
処
理
施
設
統

合
構
想
の
実
現
と
、
せ
せ
ら
ぎ
東

条
建
設
に
係
る
行
政
の
負
担
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

□
南
山
地
区
に
自
治
会
館
等
の
設

　
置
支
援
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の

進
捗
状
況
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の

進
捗
状
況
を
問
う

橋
本
嘉
郎
議
員

問問 答

答

一般質問

５ 加東市 議会だより Ｎｏ.２



兵庫教育大学

通院などに利用される福祉タクシー利用券

　
　
国
立
大
学
法
人
を
取
り
巻
く

厳
し
い
状
況
の
中
で
、
兵
庫
教
育

大
学
が
加
東
市
と
共
に
発
展
で
き

る
よ
う
な
連
携
事
業
、
支
援
事
業

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
加
東
市
に
と
っ
て
貴
重
な
財

産
で
あ
る
兵
庫
教
育
大
学
と
は
、

既
に
教
育
分
野
な
ど
で
連
携
を
と

っ
て
い
る
。
今
後
は
、
市
、
大
学

の
双
方
か
ら
人
選
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、
兵
庫

教
育
大
学
の
知
的
財
産
を
、
教
育

分
野
に
限
ら
ず
幅
広
く
生
か
す
た

め
、
ど
の
よ
う
に
連
携
す
べ
き
か

を
検
討
す
る
。

青
色
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
青
色
防
犯
灯
の
犯
罪
抑
止
効

果
は
、
科
学
的
に
十
分
な
解
明
は

さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
施
し
た
多

く
の
地
域
で
犯
罪
の
減
少
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
加
東
市
で
も
安
心
、

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
試

験
的
に
学
校
周
辺
な
ど
に
設
置
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
青
色
防
犯
灯
の
犯
罪
抑
止
効

果
に
つ
い
て
は
関
心
を
持
っ
て
い

る
。
犯
罪
を
犯
そ
う
と
す
る
者
に

対
し
て
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
効
果

の
期
待
と
、
防
犯
行
政
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
意
味
合
い
も
あ
る
。
近
隣

市
町
の
状
況
も
踏
ま
え
、
さ
ら
に

十
分
調
査
、
研
究
し
、
そ
の
成
果

を
確
認
し
て
実
施
の
方
向
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

兵
庫
教
育
大
学
と
の
　
　
　
　

さ
ら
な
る
連
携
に
つ
い
て

兵
庫
教
育
大
学
と
の
　
　
　
　

さ
ら
な
る
連
携
に
つ
い
て

小
紫
泰
良
議
員

問問 答

答

　
　
加
東
市
に
は
、
重
度
心
身
障

害
者
や
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
外

出
の
手
段
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成

制
度
が
あ
り
、
対
象
者
が
タ
ク
シ

ー
を
利
用
す
る
場
合
に
基
本
料
金

を
月
２
回
ま
で
助
成
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
助
成
対
象
者
は
市

町
村
民
税
の
所
得
割
非
課
税
世
帯

に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
他
の
自
治

体
で
も
同
様
の
助
成
制
度
が
あ
る

が
、
加
東
市
の
条
件
は
多
少
厳
し

い
感
が
あ
る
。

　
定
率
減
税
の
廃
止
や
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
社

会
的
弱
者
で
あ
る
障
害
者
や
高
齢

者
の
負
担
は
増
え
、
ま
す
ま
す
生

活
が
厳
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

福
祉
の
充
実
し
た
加
東
市
で
、
障

害
者
や
高
齢
者
が
「
安
心
」
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市

町
村
民
税
の
所
得
割
非
課
税
条
件

の
撤
廃
、
緩
和
、
補
助
金
の
増
額

等
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
助
成
対
象
者
の
条
件
で
あ
る

市
町
村
民
税
の
所
得
割
非
課
税
世

帯
の
条
件
の
撤
廃
は
、
予
算
の
確

保
が
困
難
な
た
め
考
え
て
い
な
い
。

　
な
お
、
独
居
老
人
家
庭
や
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
家
庭
へ
の
条
件
緩

和
や
助
成
金
の
増
に
つ
い
て
は
、

近
隣
市
町
の
実
施
状
況
を
勘
案
し
、

助
成
内
容
も
含
め
て
調
査
の
上
検

討
し
た
い
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
　
　

対
象
者
の
条
件
緩
和
は

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
　
　

対
象
者
の
条
件
緩
和
は

小
川
忠
市
議
員

問

答

６加東市 議会だより Ｎｏ.２



新しく導入した滞納管理システム

滝野児童館「きらら」

　
　
滝
野
児
童
館
「
き
ら
ら
」
の

運
営
に
つ
い
て
、
現
在
、
社
児
童

館
「
や
し
ろ
こ
ど
も
の
い
え
」
と

「
東
条
鯉
こ
い
ラ
ン
ド
」
か
ら
毎

日
一
人
の
職
員
が
交
代
で
応
援
に

派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
子
育
て
相
談
、
仲
間
づ
く
り
、

親
育
て
の
場
等
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
が
求
め
ら
れ
る
事
業
に
お
い

て
こ
れ
で
よ
い
の
か
。
人
員
の
確

保
を
図
る
べ
き
だ
。

　
　
各
児
童
館
の
運
営
を
統
一
し

た
方
向
性
で
一
本
化
す
る
た
め
、

職
員
を
流
動
的
に
配
置
す
る
こ
と

で
、
ど
の
児
童
館
で
も
同
じ
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
し
、
事
業
の
効

果
的
な
実
施
を
図
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
市
と
し
て
も
有
益
な
運
営
と

考
え
る
。

　
　
東
条
鯉
こ
い
ラ
ン
ド
は
現
在
、

火
・
水
・
木
曜
日
の
開
設
だ
が
、

参
加
者
の
増
加
に
よ
り
手
狭
と
な

っ
て
い
る
。
金
曜
日
の
開
設
を
希

望
す
る
声
が
強
く
、
開
設
を
求
め

た
い
。

　
　
職
員
の
配
置
等
調
整
の
上
、

開
設
の
方
向
で
考
え
た
い
。

　
　
東
条
鯉
こ
い
ラ
ン
ド
の
活
動

拠
点
を
、
旧
「
け
あ
東
条
」
の
建

物
へ
移
転
す
る
計
画
に
つ
い
て
。

　
　
最
低
限
の
施
設
改
修
、
移
転

後
の
調
整
等
が
必
要
で
あ
る
が
、

遅
く
と
も
平
成

２０
年
度
に
は
実
施

し
た
い
。

子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を
　
　

子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を
　
　

藤
原
文
悟
議
員

問問 答

問答 答

　
　
国
の
税
制
改
革
に
よ
り
増
額

と
な
る
個
人
市
民
税
総
額
と
国
民

健
康
保
険
税
へ
の
影
響
に
つ
い
て

問
う
。

　
　
平
成

１９
年
度
の
個
人
市
民
税

総
額
は

１８
億
４
９
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。
う
ち
、
税
源
移
譲

に
よ
る
増
加
分
は
２
億
６
６
０
０

万
円
。
ま
た
、
定
率
減
税
の
廃
止

に
よ
る
増
加
分
は
７
２
８
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
課
税
所
得
が
２
０
０
万
円
ま
で

の
納
税
者
の
税
額
は
、
前
年
度
の

約
２
倍
に
な
り
、
課
税
所
得
が
２

０
０
万
円
か
ら
７
０
０
万
円
の
方

の
税
額
に
つ
い
て
は

１０
万
円
程
度

の
増
額
に
な
る
。
ま
た
、
市
民
税

額
の
変
動
は
、
国
民
健
康
保
険
税

に
は
影
響
し
な
い
。

　
　
徴
収
体
制
の
強
化
へ
の
取
り

組
み
と
、
今
後
の
自
治
体
自
立
時

代
の
財
政
戦
略
を
ど
う
描
い
て
い

る
の
か
。

　
　
徴
収
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

戸
別
訪
問
を
積
極
的
に
行
い
徴
収

率
の
向
上
に
努
め
る
。

　
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
の
一

般
財
源
総
額
の
確
保
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
の
推
進

に
よ
り
歳
出
の
抑
制
を
図
り
、
企

業
誘
致
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
み
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努

め
る
。

税
源
移
譲
の
加
東
市
財
政
へ
の

影
響
に
つ
い
て

税
源
移
譲
の
加
東
市
財
政
へ
の

影
響
に
つ
い
て

藤
田
靖
夫
議
員

問答

答

問

７ 加東市 議会だより Ｎｏ.２



地域の中核病院として期待される
公立社総合病院

工事中の社バイパス（山国工区）

　
　
国
を
挙
げ
て
の
病
院
経
営
の

改
善
が
急
務
で
あ
る
が
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
経
営
改
善
を
目

指
す
た
め
当
局
の
考
え
を
問
う
。

　
地
域
医
療
を
堅
持
す
る
た
め
一

般
会
計
の
補
て
ん
に
頼
る
の
か
。

ま
た
、
経
営
健
全
化
（
赤
字
解
消
）

の
方
策
と
し
て
病
院
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
、
外
来
の
充
実
や
５
市
１
町

の
連
携
の
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
医
療
費
抑
制
政
策
等
に
よ
り

経
営
は
厳
し
い
が
、
中
期
経
営
計

画
を
策
定
し
、
一
般
会
計
か
ら
の

補
て
ん
に
頼
ら
な
い
よ
う
努
力
す

る
。
ま
た
、
院
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
、
公
立
社
総
合
病
院
、

東
条
診
療
所
の
現
状
を
踏
ま
え
、

地
域
医
療
の
あ
り
方
、
将
来
の
方

向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
中
期
経
営
計
画
で
は
経
営
の

健
全
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
と
明
記
し
て
い
る
が
、
委
託
料

１
億
８
５
０
０
万
円
（
収
入
の
８
・

２
％
）
、
人
件
費
１４
億
８
６
２
６

万
円
（
収
入
の
６５
・
６
％
）
で
は
、

経
営
努
力
し
て
い
る
の
か
。

　
　
全
国
的
な
水
準
と
比
較
し
て

高
い
比
率
で
あ
る
が
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
、
技
術
等
の
向
上
を
図
り
、

多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
努

力
す
る
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
経
営
改
善
を

目
指
す
。

公
立
社
総
合
病
院
の
　
　
　
　

今
後
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

公
立
社
総
合
病
院
の
　
　
　
　

今
後
の
経
営
改
善
に
つ
い
て

丸
山
武
彦
議
員

問問 答

答

　
　
市
町
合
併
に
よ
り
地
域
間
の

連
絡
道
路
な
ど
新
市
の
均
衡
あ
る

発
展
の
た
め
の
道
路
整
備
が
緊
急

の
課
題
で
あ
る
。
兵
庫
県
で
は
、

合
併
支
援
道
路
整
備
計
画
を
策
定

し
、
期
間
を
定
め
て
重
点
整
備
し

て
い
る
が
、
加
東
市
に
関
連
す
る

合
併
支
援
道
路
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
加
東
市
に
関
係
す
る
合
併
支

援
道
路
の
概
要
は
、
主
要
地
方
道

小
野
藍
本
線
の
天
神
か
ら
掎
鹿
谷

間
の
バ
イ
パ
ス
０
・

７６
km
と
橋
梁
、

厚
利
か
ら
小
野
市
間
の
バ
イ
パ
ス

１
・
７０
km
と
橋
梁
、
同
西
脇
三
田

線
の
現
道
拡
幅
と
交
差
点
改
良
、

県
道
西
脇
口
吉
川
神
戸
線
の
下
久

米
地
内
の
バ
イ
パ
ス
０
．

９０
km
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
平
成

１７
年
度

か
ら

１０
年
間
で
順
次
整
備
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
道
３
７
２
号
野
村
河
高
バ
イ

パ
ス
２
．

２９
km
と
社
バ
イ
パ
ス
２
・

８１
km
は
平
成

２２
年
度
完
成
予
定
。

本
年
度
の
整
備
は
、
加
古
川
右
岸

側
の
下
部
工
の
着
手
と
山
国
工
区

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
兵
庫
県
と
加
東
市
が
一
体
と
な

り
、
交
通
の
安
全
性
、
利
便
性
を

一
層
高
め
る
た
め
道
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

地
域
間
交
流
を
支
え
る
　
　
　

合
併
支
援
道
路
に
つ
い
て

地
域
間
交
流
を
支
え
る
　
　
　

合
併
支
援
道
路
に
つ
い
て

志
方
　
勉
議
員

問答

８加東市 議会だより Ｎｏ.２



耐震補強されている北播磨県民局

上中埋立処分地での粗大ごみ収集

　
　
粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
、

社
地
域
に
お
い
て
は
上
中
埋
立
処

分
地
へ
の
搬
入
は
遠
く
て
不
便
で

あ
り
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
な
い
と
か
、

高
齢
の
た
め
つ
ら
い
と
い
う
声
を

聞
く
。
東
条
地
域
の
よ
う
に
各
地

区
へ
出
向
い
て
の
収
集
を
行
政
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
取
り
組
む
考
え
は

な
い
の
か
。

　
　
社
地
域
は
本
人
搬
入
が
原
則

だ
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
は

知
人
や
親
戚
の
方
に
運
転
し
て
も

ら
い
同
乗
し
て
搬
入
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
　

　
ま
た
、
地
域
の
粗
大
ご
み
を
搬

入
さ
れ
る
方
に
依
頼
し
て
い
た
だ

き
、
一
緒
に
搬
入
願
え
た
ら
と
考

え
て
い
る
。
な
お
、
費
用
が
必
要

だ
が
市
内
の
収
集
運
搬
許
可
業
者

に
依
頼
し
て
処
理
す
る
方
法
も
あ

る
。

　
社
地
域
で
行
っ
て
い
る
粗
大
ご

み
収
集
方
式
を
基
本
に
、
処
理
方

法
の
統
一
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
加
東
市
に
お
け
る
特
別
支
援
教

育
の
推
進
と
関
連
事
項
に
つ
い
て

□
せ
せ
ら
ぎ
東
条
の
地
域
整
備
対

策
費
負
担
金
（
３
５
０
万
円
）
に

つ
い
て

□
職
員
組
合
と
の
良
好
な
関
係
、

交
渉
に
つ
い
て

□
目
標
管
理
カ
ー
ド
に
つ
い
て

ご
み
問
題
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

ご
み
問
題
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

磯
貝
邦
夫
議
員

問答

　
　
加
東
市
の
安
全
と
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
伺
う
が
、

既
設
公
共
建
物
で
耐
震
診
断
と
補

強
工
事
の
必
要
が
あ
る
建
物
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
補
強
工
事
の
総

事
業
費
と
完
了
ま
で
の
必
要
年
数

を
問
う
。

　
　
平
成
７
年
、
耐
震
改
修
促
進

法
に
よ
り
昭
和

５０
年
以
前
の
一
定

規
模
以
上
の
特
定
建
築
物
に
つ
い

て
耐
震
診
断
及
び
耐
震
化
の
促
進

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
加
東
市
で

は
、
平
成
９
年
よ
り
計
画
的
に
耐

震
診
断
、
補
強
設
計
を
実
施
し
、

耐
震
化
工
事
に
努
め
て
い
る
。
学

校
、
社
会
体
育
施
設
で
は
、
小
学

校
校
舎
１
校
、
小
学
校
体
育
館
３

校
、
中
学
校
体
育
館
１
校
が
残
っ

て
い
る
。
庁
舎
で
は
、
社
庁
舎
、

東
条
庁
舎
が
該
当
し
て
い
る
が
、

今
後
の
庁
舎
管
理
計
画
を
考
慮
し

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。
今
後

の
改
修
計
画
は
、
平
成

２１
年
度
に

体
育
館
３
校
、

２２
年
度
に
体
育
館

１
校
、

２４
年
度
に
校
舎
１
校
の
計

５
校
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
充
実

に
つ
い
て

□
文
化
振
興
事
業
に
つ
い
て

既
設
公
共
建
物
の
　
　
　
　
　

耐
震
構
造
に
つ
い
て

既
設
公
共
建
物
の
　
　
　
　
　

耐
震
構
造
に
つ
い
て

上
月
　
清
議
員

問答

９ 加東市 議会だより Ｎｏ.２



救急体制の維持が大きな課題

各庁舎の窓口に置いている
障害者福祉のしおり

公
立
社
総
合
病
院
　
　
　
　
　
　

中
期
経
営
計
画
に
つ
い
て

公
立
社
総
合
病
院
　
　
　
　
　
　

中
期
経
営
計
画
に
つ
い
て

藤
尾
　
潔
議
員

問問 問答 答 答

問答

　
　
視
覚
障
害
者
へ
の
情
報
提
供

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
福
祉
の
し
お
り
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
や
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
障
害
者

団
体
の
総
会
等
で
配
布
し
て
い
る
。

６
月
末
現
在
、
１
件
の
タ
グ
読
み

取
り
装
置
の
申
請
が
あ
る
。

　
　
ひ
と
り
住
ま
い
の
視
覚
障
害

者
の
人
数
と
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
数
に
つ
い
て
。

　
　
ひ
と
り
住
ま
い
の
方
は

１５
名

で
、
う
ち
８
名
の
方
が
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
視
覚
障
害
者
の
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は

６
名
。
内
容
は
、
入
所
、
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
。
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
給
食

サ
ー
ビ
ス
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
ひ
と
り
住
ま
い
宅
に
郵
便
物

等
が
届
い
た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
近
所
の
方
や
ヘ
ル
パ
ー
、
身

内
の
方
が
見
守
り
を
兼
ね
て
対
応

さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

　
　
公
的
窓
口
へ
の
活
字
文
書
読

み
上
げ
装
置
設
置
の
推
進
状
況
に

つ
い
て
。

　
　
福
祉
事
務
所
に
設
置
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

　
　
今
後
、
公
立
社
総
合
病
院
を

ど
の
よ
う
な
病
院
に
し
て
い
く
の

か
。
亜
急
性
期
の
診
療
等
に
力
を

入
れ
て
い
く
よ
う
だ
が
、
救
急
機

能
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
来
年
度
の
診
療
報
酬
の
改
定

や
近
隣
の
動
向
、
国
に
よ
る
病
院

の
機
能
分
化
の
流
れ
等
を
見
な
が

ら
結
論
を
出
し
て
い
く
。

　
　
平
成
２０
、
２１
年
度
に
予
定
さ

れ
て
い
る
改
築
計
画
は
、
社
町
時

代
の
計
画
よ
り
も
小
規
模
だ
が
。

　
　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
対
応
す
る
た
め
の
必
要
最
小

限
の
改
修
と
し
た
。

　
　
医
師
の
当
直
の
状
況
は
。

　
　
１
人
当
た
り
月
平
均
３
回
の

宿
直
、
１
回
の
日
直
が
あ
る
。
当

直
明
け
の
勤
務
は
平
常
勤
務
で
必

要
に
応
じ
て
年
次
休
暇
を
付
与
し

て
い
る
。
時
間
外
診
療
は
１
日
平

均
１５.

６
人
で
あ
り
、
仮
眠
を
と

る
の
も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
現
在
、
北
播
磨
地
域
で
は
社
総

合
病
院
だ
け
が
内
科
系
、
外
科
系

の
２
人
体
制
で
休
日
・
夜
間
の
救

急
業
務
を
行
っ
て
い
る
が
、
継
続

す
る
の
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
赤
字
解
消
へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
病
床
稼
働
率

８６
％
が
最
も

多
く
の
収
入
を
得
ら
れ
る
た
め
目

標
と
し
て
い
る
が
、
今
年
５
月
の

実
績
は

８５．
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

視
覚
障
害
者
へ
の
　
　
　
　
　

情
報
提
供
に
つ
い
て

視
覚
障
害
者
へ
の
　
　
　
　
　

情
報
提
供
に
つ
い
て

野
　
奨
議
員

問問答問答 答

問答問答

１０加東市 議会だより Ｎｏ.２
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議
会
広
報
特
別
委
員
会

東
播
・
淡
路
市
議
会
議
長
会

定
例
会

近
畿
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

第
８
回
臨
時
会

厚
生
常
任
委
員
会

兵
庫
県
市
議
会
議
長
会
総
会

議
会
運
営
委
員
会

第
９
回
定
例
会
（
１
日
目
）

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

第
９
回
定
例
会
（
２
日
目
）

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

小
野
加
東
環
境
施
設

事
務
組
合
議
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

播
磨
内
陸
医
務
事
業
組
合
議
会

北
播
衛
生
事
務
組
合
議
会

第
９
回
定
例
会
（
３
日
目
）

４
月

６
日

１１
日

１３
日

１８
日

１９
日

５
月

１０
日

１６
日

２１
日

２９
日

６
月

１
日

５
日

１２
日

１３
日

１５
日

１９
日

２１
日

２２
日

２５
日

２６
日

　２７
日
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議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌
《
主
な
も
の
》

議会 のしくみ
　議会は住民から選挙によって選ばれた議員で構成され、加東市の意思決定のための合議制の機関です。
定期的に開かれる定例会と必要に応じて開かれる臨時会があり、市政を行うために必要な予算や条例など
を審議、決定し、それに基づいて市長が住みよいまちづくりを展開していきます。また、議会は市の行っ
た仕事が住民のためになったかどうかのチェックも行います。

市
議案の提出

議案等の審議の流れ（委員会付託の場合）

議会運営委員会 総務文教常任委員会 産業建設常任委員会 厚生常任委員会 特別委員会

議決書の送付
本 会 議

詳細な審査及び調査のため議会の議
決によって所管の委員会へ付託する

＊議会の運営に関する
　事項について�         
＊議会の会議規則、委
　員会条例等に関する
　事項について�         
＊議長の諮問に関する
　事項について�         
＊議会改革について

＊ケーブルテレビの推
　進について
＊学校教育・生涯教育
　について
＊健全財政の維持と財
　源確保について
＊能率的な公務の執行
　について
＊行財政構造改革につ
　いて
＊�交通安全・防犯対策
　について

＊農業の振興について
＊商工業の振興につい
　て
＊都市計画について
＊公共土木施設の整備
　について
＊生活排水処理事業に
　ついて
＊上水道の整備につい
　て

＊社会福祉対策につい
　て�
＊健康づくりについて�
＊医療体制の充実につ
　いて�
＊介護保険について
＊消防・防災対策につ
　いて�
＊環境対策について

＊議会広報特別委員会
＊予算特別委員会
＊決算特別委員会
＊その他

委員会報告書の提出
により本会議に移る

④提出者の説明　⇒　⑤質疑・答弁　⇒　⑥討論　⇒　⑦採決　⇒　⑧議長へ審査報告書を提出



安全祈願祭が行われ、いよいよＣＡＴＶ整備に着手

　
６
月

１２
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
付
託
さ
れ
て
い
た
条
例
１

件
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
所
管
事
務
調
査
と
し

て
、
国
民
保
護
計
画
、
地
域
防

災
計
画
、
水
防
計
画
の
概
要
と

総
合
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

条
例
制
定

　
平
成

２０
年
４
月
１
日
か
ら
東

条
地
域
で
の
放
送
が
開
始
さ
れ
、

市
内
全
域
に
統
一
し
た
内
容
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
条

例
を
制
定
す
る
。

　
平
成

２０
年
度
以
降
早
期
に
、

社
地
域
、
滝
野
地
域
の
ホ
ー
ム

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
コ
ン
バ
ー
タ
を

Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
移
行
（
交
換
）
す
る

と
と
も
に
、
滝
野
地
域
に
告
知

放
送
端
末
（
Ｉ
Ｐ
電
話
）
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
全

域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
サ

ー
ビ
ス
が
統
一
さ
れ
る
。
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
試
算
か
ら
算

出
さ
れ
た
加
入
金
、
使
用
料
等

に
つ
い
て
、
ま
た
今
後
の
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　
月
額
基
本
使
用
料
に
つ
い
て

は
、
事
業
と
し
て
独
立
採
算
が

と
れ
る
運
営
を
目
指
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
有
料
放
送
の
事

業
費
を
除
く
経
常
経
費
を
予
測

加
入
者
数
で
割
り
戻
し
た
試
算

の
結
果
、
１
８
０
０
円
と
し
た
。

今
後
も
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
抑
制
に
努
力
す
る
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

【
問
】
有
料
放
送
の
Ｃ
Ｓ
パ
ッ

ク
（
月
額
１
０
０
０
円
）
の
内

容
に
つ
い
て
。

【
答
】
社
地
域
の
６
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
加
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
要

望
の
多
か
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
、
釣

り
、
ゴ
ル
フ
、
日
本
映
画
な
ど

１５
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
予
定
し
て
い

る
。

【
問
】
社
地
域
及
び
滝
野
地
域

で
は
、
使
用
料
の
値
上
げ
に
な

る
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

【
答
】
Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
移
行
す
る
こ

と
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視

聴
で
き
る
。
市
長
が
定
め
る
日

ま
で
に
Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
交
換
す
る
場

合
に
は
Ｓ
Ｔ
Ｂ
分
担
金
を
免
除

す
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
は
テ

レ
ビ
放
送
の
再
送
信
だ
け
が
目

的
で
は
な
く
、
自
主
放
送
に
よ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
構
築
、
行
政
情
報
の
提
供
が

大
切
な
使
命
で
あ
り
、
内
容
の

充
実
に
努
め
、
加
入
促
進
を
図

っ
て
い
く
。

【
問
】
現
在
、
滝
野
地
域
で
は

基
本
使
用
料
で
Ｃ
Ｓ
放
送
（
３

チ
ャ
ン
ネ
ル
）
と
Ｂ
Ｓ
放
送
が

視
聴
で
き
る
が
、
Ｃ
Ｓ
放
送
が

有
料
に
な
る
こ
と
の
説
明
は
ど

う
す
る
の
か
。

【
答
】
現
在
の
Ｃ
Ｓ
／
Ｂ
Ｓ
放

送
は
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ア
ナ
ロ

グ
放
送
に
変
換
し
て
い
る
た
め
、

本
来
の
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
視
聴

で
き
な
か
っ
た
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｂ
の

導
入
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

【
問
】
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

コ
ン
バ
ー
タ
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｂ
に
交

換
さ
れ
な
い
方
へ
の
対
応
に
つ

い
て
。

【
答
】
平
成

２３
年
７
月

２４
日
を

も
っ
て
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
停
波

さ
れ
る
。
停
波
後
は
、
ホ
ー
ム

タ
ー
ミ
ナ
ル
や
コ
ン
バ
ー
タ
は

機
能
し
な
い
。
交
換
さ
れ
な
い

場
合
は
、
個
人
で
対
応
し
て
い

た
だ
く
。【

問
】
テ
レ
ビ
大
阪

は
視
聴
で
き
る
の
か
。

【
答
】
テ
レ
ビ
大
阪

の
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

加
東
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ

ョ
ン
で
再
送
信
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
許

可
さ
れ
て
い
な
い
。

視
聴
で
き
る
よ
う
に

努
力
す
る
。

【
問
】
２
台
目
か
ら

の
Ｓ
Ｔ
Ｂ
を
割
安
に

で
き
な
い
か
。

【
答
】
２
台
目
か
ら
は
約
半
額

の
月
額
７
０
０
円
に
し
て
い
る
。

【
問
】
集
合
住
宅
の
加
入
分
担

金
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
理
由
は
。

【
答
】
集
合
住
宅
の
加
入
促
進

の
た
め
低
く
設
定
し
た
。
滝
野

地
域
を
基
本
に
し
て
お
り
、
社

地
域
は
か
な
り
減
額
に
な
っ
て

い
る
。

【
問
】
東
条
地
域
の
加
入
申
し

込
み
に
あ
た
り
、
自
治
会
に
加

入
し
て
い
な
い
方
へ
の
対
応
に

つ
い
て
。

【
答
】
直
接
郵
送
す
る
な
ど
、

配
布
方
法
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
し
て
い
き
、
対
応
に
つ
い
て

は
万
全
を
期
し
て
い
く
。

賛
成
討
論

　
新
料
金
体
制
で
運
営
で
き
る

よ
う
に
最
大
限
の
努
力
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
願
う
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

性
化
の
た
め
に
は
非
常
に
有
効

で
あ
り
、
東
条
地
域
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
整
備
に
賛
成
す
る
。

　全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
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収穫最盛期の滝野なす

平成１９年産米の作付計画

社 地 域

滝野地域

東条地域

加 東 市

1,468.2

364.2

675.6

2,508.0

水田面積（ｈａ）

953.3

227.7

540.1

1,721.1

米の作付面積（ｈａ）

514.9

136.5

135.5

786.9

転作面積（ｈａ）

（24～45）
35.1

37.5

20.1

31.4

転作率（％）

　
６
月

２１
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
米
作
付
計
画
及
び
都
市
計

画
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を

行
っ
た
。

平
成
１９
年
産
米
作
付
計
画

　　
平
成

１９
年
産
米
か
ら
農
業
者
・

農
業
者
団
体
が
主
体
的
に
需
給

調
整
に
取
り
組
む
こ
と
が
決
定

さ
れ
、
加
東
市
水
田
農
業
推
進

方
針
検
討
会
議
、
加
東
市
連
合

農
会
長
会
等
を
経
て
、
農
業
者

に
対
す
る
生
産
数
量
目
標
等
を

設
定
し
、
通
知
さ
れ
た
。

　
加
東
市
全
体
に
お
け
る
作
付

計
画
は
右
表
の
と
お
り
と
し
、

こ
れ
ま
で
か
ら
の
地
域
特
性
等

を
加
味
し
、
平
成

１８
年
産
米
の

配
分
面
積
割
合
で
旧
町
ご
と
に

面
積
配
分
を
行
い
、
そ
の
後
、

旧
町
に
お
け
る
配
分
ル
ー
ル
を

参
考
に
各
集
落
に
配
分
し
て
い

る
。
　
　

　
ま
た
、
米
の
需
要
拡
大
と
農

作
物
の
産
地
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
で
産
地
づ
く
り
交
付
金

が
助
成
さ
れ
る
。

特
別
指
定
区
域
制
度

　
社
地
域
の
一
部
と
滝
野
地
域

で
は
、
昭
和

４６
年
に
都
市
計
画

区
域
の
設
定
を
行
い
、
市
街
化

区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
区

分
さ
れ
た
。
市
街
化
区
域
で
は

開
発
を
促
進
し
、
市
街
化
調
整

区
域
で
は
開
発
の
抑
制
に
よ
り

自
然
環
境
や
農
林
業
の
生
産
環

境
を
保
全
す
る
な
ど
、
調
和
し

た
土
地
利
用
を
目
指
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
市
街
化
調
整
区
域

で
は
、
厳
し
い
建
築
制
限
が
行

わ
れ
た
た
め
人
口
が
減
少
し
、

活
力
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域

も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
市
街
化
調
整
区

域
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

県
は
都
市
計
画
法
施
行
条
例
に

よ
る
「
特
別
指
定
区
域
制
度
」

を
創
設
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

住
民
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
す

る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が

地
域
の
課
題
を
解
決
し
、
お
お

む
ね

１０
年
後
の
姿
を
描
く
土
地

利
用
計
画
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。

特
別
指
定
区
域
制
度
っ
て･

･
･

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
発
足

土
地
利
用
計
画
の
作
成

特
別
指
定
区
域
の
指
定

ま
ち
づ
く
り
の
実
現

　
　
　
地
域
に
必
要
な
建
物
が

　
　
　
　
　
建
築
で
き
ま
す
�

　
市
で
は
、
９
つ
の
用
途
型
特

別
指
定
区
域
の
う
ち
、「
①
地

縁
者
の
住
宅
区
域
」
の
指
定
を

目
指
し
て
平
成

１９
年
度
素
案
を

作
成
し
、
市
内

３７
地
区
を
対
象

に
説
明
会
を
開
催
。
平
成

２０
年

度
に
県
に
指
定
の
申
請
を
予
定

し
て
い
る
。

用
途
型
特
別
指
定
区
域
の
種
類

と
建
築
可
能
な
建
物
は

①
地
縁
者
の
住
宅
区
域
で
は

　
　
集
落
に

１０
年
以
上
居
住
　

　
　
し
て
い
る
人
の
住
宅

②
新
規
居
住
者
の
住
宅
区
域
で

　
は

　
　
新
規
居
住
者
の
住
宅

③
公
営
住
宅
区
域
で
は

　
　
市
町
公
営
住
宅

④
地
縁
者
の
小
規
模
事
業
所
区

　
域
で
は

　
　
集
落
に

１０
年
以
上
居
し
　

　
　
て
い
る
人
の
事
業
所

⑤
既
存
事
業
所
の
拡
張
区
域
で

　
は

　
　
建
築
後

１０
年
以
上
経
過
　

　
　
の
事
業
所
が
敷
地
を
拡

　
　
張
し
建
て
替
え
る
も
の

⑥
地
域
振
興
の
た
め
の
工
場
区

　
域
で
は

　
　
地
域
振
興
の
た
め
の
工
場
、

　
　
研
究
所

⑦
既
存
工
場
の
用
途
変
更
区
域

　
で
は

　
　
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
工

　
　
場
で
他
の
業
種
へ
用
途
変

　
　
更
さ
れ
る
も
の

⑧
流
通
業
務
施
設
区
域
で
は

　
　
幹
線
道
路
沿
道
、
イ
ン
タ

　
　
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
で
の
流

　
　
通
業
務
施
設

⑨
資
材
置
き
場
等
の
区
域
で
は

　
　
駐
車
場
、
資
材
置
き
場
な

　
　
ど
の
管
理
事
務
所

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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６
月
１３
日
に
委
員
会
を
開
催

し
、
付
託
さ
れ
て
い
た
条
例
改

正
１
件
、
請
願
１
件
に
つ
い
て

理
事
者
及
び
紹
介
議
員
の
出
席

を
求
め
審
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、

要
望
１
件
に
つ
い
て
調
査
を
行

っ
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
平
成
１９
年
３
月
３０
日

に
公
布
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
地

方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
。

　
現
在
、
国
民
健
康
保
険
税
の

基
礎
課
税
額
の
賦
課
限
度
額
は

５３
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

を
５６
万
円
に
改
正
す
る
も
の
で
、

対
象
と
な
る
世
帯
は
２
０
７
世

帯
と
な
り
、
税
額
は
約
６
７
０

万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
問
】
賦
課
限
度
額
を
引
き
上

げ
な
い
場
合
の
影
響
に
つ
い
て
。

【
答
】
国
民
健
康
保
険
税
額
の

減
収
、
一
般
会
計
の
地
方
交
付

税
に
相
当
す
る
普
通
調
整
交
付

金
の
減
額
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

【
問
】
加
東
市
の
税
率
は
近
隣

市
町
と
比
較
し
、
平
等
割
は
低

く
、
資
産
割
が
高
く
な
っ
て
い

る
が
。

【
答
】
来
年
度
よ
り
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
る
た
め
、

税
率
の
改
正
は
必
至
と
考
え
て

い
る
。
平
等
割
に
つ
い
て
も
検

討
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
応

能
割
（
所
得
割
、
資
産
割
）
、

応
益
割
（
均
等
割
、
平
等
割
）

の
割
合
は
１
対
１
が
基
本
と
な

る
た
め
、
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
資
産
割
の
税
率
に
つ

い
て
は
、
都
市
部
は
低
く
、
全

体
的
に
も
低
下
傾
向
に
あ
り
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】
低
所
得
者
層
へ
の
影
響
は
。

【
答
】
税
率
の
改
正
は
行
っ
て

い
な
い
た
め
、
低
所
得
者
層
へ

の
影
響
は
な
い
。

　全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

法
令
を
遵
守
し
住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
請
願
書

　
工
場
の
操
業
に
関
し
て
、
法

令
を
遵
守
し
、
弱
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
要

望
す
る
請
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　
初
め
に
、
紹
介
議
員
よ
り
請

願
の
趣
旨
に
つ
い
て
説
明
を
求

め
、
質
疑
を
行
っ
た
。

　
次
に
、
請
願
提
出
に
至
る
経

緯
、
事
実
関
係
な
ど
に
つ
い
て

理
事
者
に
説
明
を
求
め
、
審
査

を
行
っ
た
結
果
、
法
令
に
違
反

す
る
事
実
は
確
認
で
き
ず
、
ま

た
、
請
願
趣
旨
が
明
確
で
な
い

こ
と
、
行
政
・
事
業
者
が
種
々

の
対
応
を
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
法
令
が
遵
守

さ
れ
て
い
な
い
事
実
は
確
認
で

き
ず
、
問
題
な
い
と
の
結
論
に

至
り
、
全
会
一
致
で
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

の
要
望
書

　
加
東
市
内
の
障
害
者
（
児
）

が
気
軽
に
集
え
る
活
動
の
拠
点
、

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
相

談
支
援
・
社
会
参
加
促
進
・
移

動
支
援
事
業
・
日
中
一
時
支
援
・

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
が
備
わ

っ
た
障
害
者
（
児
）
の
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ

い
て
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　
要
望
書
の
提
出
者
で
あ
る
加

東
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
長
、

副
会
長
か
ら
現
状
と
要
望
に
つ

い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

　
要
望
に
つ
い
て
は
、
継
続
調

査
と
し
た
。

厚

生

常

任

委

員

会

委 員 会 報 告委 員 会 報 告

１４加東市 議会だより Ｎｏ.２

請
　
願

要
望
書
の
調
査



１５加東市 議会だより Ｎｏ.２

■
ホ
リ
ス
タ
ー
市

　
　
　
議
長
　
井
上
茂
和

　
私
は
加
東
市
と
な
り
最
初

の
親
善
訪
問
団
の
一
員
と
し

て
、
７
年
ぶ
り
に
ホ
リ
ス
タ

ー
市
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
ホ
リ
ス
タ
ー
市
で
は
、
市

長
は
議
員
の
中
か
ら
選
出
し
、

市
会
議
員
の
数
は
５
名
と
の

こ
と
。
ま
た
、
市
長
は
非
常

勤
で
職
業
を
持
っ
て
い
る
の

が
通
常
で
、
現
市
長
は
消
防

署
員
と
聞
き
驚
い
た
。

　
議
会
の
シ
ス
テ
ム
も
日
本

と
大
き
く
違
う
こ
と
を
知
り
、

住
民
と
議
会
と
の
信
頼
関
係
、

心
の
豊
か
さ
、
ス
ケ
ー
ル
の

違
い
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　
訪
問
初
日
の
歓
迎
夕
食
会

は
、
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド

の
中
で
盛
り
上
が
り
、
今
日

ま
で
の
交
流
の
深
さ
を
再
認

識
し
た
。

　
翌
日
の
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

で
は
、
印
象
に
残
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
出
会
い
が

あ
っ
た
。
日
本
の
寺
院
、
庭

園
に
魅
了
さ
れ
た
ベ
ル
ト
夫

妻
は
、
ご
主
人
の
ド
ナ
ル
ド

さ
ん
が
ホ
リ
ス
タ
ー
日
本
寺

院
庭
園
神
泉
院
理
事
長
、
夫

人
の
エ
ミ
コ
さ
ん
が
副
理
事

長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
日
本
庭
園
、
寺
院

建
立
の
た
め
の
写
真
や
構
想

図
を
示
し
な
が
ら
夢
を
語
る

ド
ナ
ル
ド
氏
は
と
て
も
若
々

し
く
、
夫
人
と
の
仲
む
つ
ま

じ
い
様
子
に
、
夫
妻
が
お
互

い
を
心
か
ら
尊
敬
し
、
信
頼

し
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。

　
そ
し
て
、
私
は
そ
の
ご
夫

妻
か
ら
夢
を
実
現
す
る
た
め

「
寺
院
で
の
布
教
活
動
、
日

本
庭
園
の
造
園
、
植
木
の
剪

定
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ

て
く
れ
る
人
」
と
い
う
、
人

材
紹
介
の
依
頼
を
受
け
た
。「
見

つ
か
れ
ば
連
絡
し
ま
す
」
と

お
答
え
し
た
の
だ
が
、
大
変

な
課
題
を
い
た
だ
い
た
と
感

じ
る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ

の
人
々
の
お
お
ら
か
な
国
民

性
を
実
感
し
た
。

　
こ
の
度
の
親
善
訪
問
で
は
、

人
と
の
出
会
い
、
前
向
き
に

考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教

わ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん

に
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
３
町
が
深
め

て
き
た
交
流
関
係
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
加

東
市
の
国
際
交
流
に
つ
い
て

考
え
て
い
き
た
い
。

■
シ
ェ
ラ
ン
市

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
嘉
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
初
め
て
の
３
姉
妹
都

市
訪
問
の
機
会
を
得
て
、
６

月
２９
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で

９
日
間
の
日
程
で
総
勢
２０
名

の
参
加
と
な
っ
た
。

　
シ
ェ
ラ
ン
市
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
市
の
東
約

２
０
０
㎞
に
位
置
し
、
人
口
３
、

６
８
４
人
、
面
積
１２

、
１
年

を
通
じ
て
温
暖
で
年
間
３
０

０
日
ほ
ど
晴
天
が
望
め
る
都

市
で
あ
る
。

　
主
な
産
業
は
農
作
物
の
栽

培
で
あ
り
、
広
漠
な
農
地
で

の
リ
ン
ゴ
、
洋
ナ
シ
、
チ
ェ

リ
ー
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。

雄
大
な
シ
ェ
ラ
ン
湖
は
最
大

水
深
４
５
７
ｍ
と
ア
メ
リ
カ

国
内
で
３
番
目
の
深
さ
を
誇
り
、

南
東
か
ら
北
西
に
約
８８
㎞
に

わ
た
っ
て
広
が
る
細
長
い
湖

で
あ
る
。
夏
季
に
は
、
リ
ゾ

ー
ト
地
と
し
て
、
ま
た
、
秋

の
収
穫
時
に
は
労
働
者
で
街

が
に
ぎ
わ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
２
日
目
は
市
内
散
策
で
、

チ
ェ
リ
ー
果
樹
園
、
加
工
工

場
を
見
学
し
た
。
夕
方
か
ら

は
シ
ェ
ラ
ン
市
、
商
工
会
共

催
の
歓
迎
夕
食
会
に
出
席
し
、

ウ
ィ
ザ
ビ
ー
市
長
自
ら
の
手

料
理
で
も
て
な
し
を
受
け
た
。

各
種
団
体
の
方
々
が
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
意

見
交
換
し
、
友
好
の
絆
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
人
と
人
、

そ
し
て
心
と
心
が
触
れ
合
う

交
流
と
な
っ
た
。
お
互
い
の

文
化
を
認
識
す
る
な
か
で
、

相
互
の
共
通
性
を
確
認
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
も

長
年
交
流
を
積
み
重
ね
て
き

た
成
果
で
あ
る
と
思
う
。
今

回
の
訪
問
団
に
参
加
で
き
た

こ
と
は
大
き
な
財
産
で
あ
り
、

多
く
の
方
と
の
よ
き
交
流
が

で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。

■

オ
リ
ン
ピ
ア
市

　
　
　
　
　
　
　
藤
尾
　
潔

　
姉
妹
都
市
親
善
訪
問
団
が

最
後
に
訪
問
し
た
の
は
、
旧

社
町
の
姉
妹
都
市
オ
リ
ン
ピ

ア
市
だ
っ
た
。
西
部
劇
の
雰

囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
ホ
リ
ス

タ
ー
市
、
保
養
地
の
シ
ェ
ラ

ン
市
と
は
ま
た
違
っ
た
、
ワ

シ
ン
ト
ン
州
の
州
政
庁
の
あ

る
厳
か
な
雰
囲
気
の
街
だ
っ
た
。

ま
た
、
公
園
等
を
含
め
て
非

常
に
街
並
み
が
美
し
い
の
も

印
象
的
だ
っ
た
。

　
到
着
す
る
と
フ
ァ
ウ
チ
市

長
以
下
大
勢
の
方
に
歓
迎
会

を
開
い
て
い
た
だ
い
た
。
市

長
は
、
一
昨
年
社
町
を
訪
問

し
た
際
の
佐
保
神
社
の
秋
祭

り
の
こ
と
を
印
象
深
く
話
さ

れ
て
い
た
。

　
夕
方
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

で
訪
問
し
た
テ
ィ
ム
・
マ
ロ

ー
ン
さ
ん
（
元
ワ
シ
ン
ト
ン

州
司
法
長
官
補
）、
カ
レ
ン
・

フ
レ
イ
ザ
ー
さ
ん
（
ワ
シ
ン

ト
ン
州
上
院
議
員
）
の
お
宅

で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
積

み
上
げ
ら
れ
た
社
町
と
オ
リ

ン
ピ
ア
市
の
交
流
の
歴
史
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
翌
日
カ
レ
ン
さ
ん

の
取
り
計
ら
い
で
特
別
に
案

内
し
て
い
た
だ
い
た
州
政
庁

の
議
事
堂
で
の
話
は
、
議
員

の
我
々
に
と
っ
て
興
味
深
い

も
の
だ
っ
た
。
最
も
驚
い
た

こ
と
は
、
行
政
当
局
は
議
会

に
出
席
せ
ず
、
決
定
し
た
こ

と
を
執
行
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。（
ち
な
み
に
、
議
長

は
副
知
事
を
兼
ね
て
い
る
）

　
ま
た
、
議
会
で
心
が
け
て

い
る
こ
と
と
し
て
、「
話
が
長

く
な
る
と
誰
も
聞
か
な
く
な

る
の
で
短
く
簡
潔
に
し
て
い
る
」

と
伺
い
、
私
も
心
が
け
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。

　
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
書
き

き
れ
な
い
が
、
今
ま
で
培
っ

て
き
た
交
流
の
歴
史
を
重
く

受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ホリスター・シェラン・オリンピア訪問記ホリスター・シェラン・オリンピア訪問記ホリスター・シェラン・オリンピア訪問記ホリスター・シェラン・オリンピア訪問記
○カリフォルニア州ホリスター市
　平成元年旧滝野町と姉妹都市提携。サンフランシスコの南東約１６０ｋｍにある西部カウボーイの街です。
○ワシントン州シェラン市
　平成８年旧東条町と姉妹都市提携。美しいシェラン湖の周辺に広がる、景色の素晴らしい観光リゾート地で、りんごの産地として有名。
○ワシントン州オリンピア市
　昭和５６年旧社町と姉妹都市提携。シアトルの南約１００ｋｍに位置するワシントン州の州都。サケの遡上が見られるピュージェット湾の水と緑と
　美しいドーム型の州政庁が調和する落ち着いた街です。

加東市は、アメリカ合衆国の３つの都市と姉妹都市提携を結び、それぞれと深い交流を続けています。
今回、加東市となり初めて３姉妹都市を訪問し、交流を深めました。

ホリスター市での歓迎会にて

来年加東市訪問予定の
マーク・シェルトンさん一家と

オリンピア市議場前にて

km2�



川の湯「屋形船サウナ」

山の湯「樽風呂」

　
水
田
の
稲
も
順
調
に
生
育
し
、

夜
は
カ
エ
ル
の
声
が
聞
え
て
き

ま
す
。
梅
雨
が
終
わ
り
、
暑
い

夏
へ
と
季
節
は
巡
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
「
加
東
市
議
会
だ
よ

り
」
も
お
か
げ
さ
ま
で
第
２
号

を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
創
刊
号
は
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
市
民
の
皆
様
の

評
価
、
採
点
が
広
報
委
員
と
し

て
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
情
報
の
分
野
に
お
い
て
は
大

き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル
が
主
流
の
時
代
と

な
り
、
情
報
合
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
広
報
紙
は
貴
重

な
紙
資
源
を
使
っ
て
情
報
を
伝

達
し
、
人
が
集
え
る
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に

魅
力
あ
る
広
報
紙
づ
く
り
に
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
旧
３
町
の
夏
ま
つ

り
を
一
つ
に
し
た
「
加
東
市
夏

ま
つ
り
」
が
８
月
８
日
に
東
条

湖
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
議
員
も
練
習
を
重
ね
、

「
議
員
連
」
と
し
て
参
加
し
ま

す
。
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｈ
）

　
加
東
市
内
に
あ
る
魅
力
的
な
施

設
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
滝
野
温
泉
ぽ
か
ぽ
」

副
支
配
人
の
大
久
保
博
史
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
県
立

播
磨
中
央
公
園
の
隣
に
あ
る
「
滝

野
温
泉
ぽ
か
ぽ
」
は
、
気
軽
に
利

用
で
き
る
施
設
で
す
。
建
物
は
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
純
和
風
造

り
。
泉
質
は
体
に
刺
激
が
少
な
く
、

湯
上
り
に
は
肌
に
清
涼
感
が
得
ら

れ
る
ア
ル
カ
リ
単
純
泉
で
、
神
経

痛
、
筋
肉
痛
、
美
容
な
ど
に
効
果

的
で
女
性
に
好
評
で
す
。

　
絶
景
を
誇
る
五
峰
山
と
加
古
川

闘
龍
灘
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
温
泉

で
、
「
川
の
湯
」
と
「
山
の
湯
」

に
分
か
れ
、
一
週
間
単
位
で
男
湯
、

女
湯
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

「
川
の
湯
」
は
大
浴
場
の
河
原
湯
、

寝
湯
、
う
た
せ
湯
、
低
温
湯
の
ほ
か
、

露
天
風
呂
に
は
滝
風
呂
、
川
湯
、

水
風
呂
と
川
面
に
浮
か
ぶ
イ
メ
ー

ジ
の
屋
形
船
サ
ウ
ナ
が
あ
り
ま
す
。

「
山
の
湯
」
は
大
浴
場
の
木
風
呂
、

寝
湯
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
サ
ウ
ナ
、
水

風
呂
が
あ
り
、
露
天
風
呂
に
は
野

趣
を
満
喫
で
き
る
樽
風
呂
や
洞
窟

風
呂
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

詳しいことは８月３１日以降に議会事務局までお問い合わせください。
ホームページ

議会の傍聴に
お越しください。

９月定例会の予定　９月　４日（火）９時３０分　議案審議　
　　　　　　　　　９月１２日（水）９時３０分　一般質問
　　　　　　　　　９月２８日（金）９時３０分　議案審議

h t t p : / /www . c i t y . k a t o . l g . j p 電子メール gik a i@c i t y . k a t o . l g . j p
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滝 野 温 泉滝 野 温 泉

営
業
時
間
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
９
時

　
（
入
館
は
午
後
８
時
３０
分
ま
で
）

休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

利
用
料
　

　
大
人
６
０
０
円

　
小
人
（
６
歳
〜
１２
歳
）
３
０
０
円

　
身
体
障
害
者
３
０
０
円

　
６
歳
未
満
は
無
料


